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 【１．図面の新規作成】 

◆下記の構造物（管渠）の描画練習を行います 

◆下記の構造物（管渠）の描画練習を行います 

画面左上「ホーム」－「新規

作成」をクリックします。 「図面ファイル名の設

定」ウィンドウが開くの

で、こ こ で は「キ ャ ン セ

ル」を押してください。 

Φ８００、基礎幅１２００、１８０°巻き管渠 
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 【２．用紙と単位の設定】 

◆用紙と単位の設定 

用紙枠（白） 

新規作成ウィンドウを開くと用紙枠（白）が表示されます。 

印刷範囲（赤）が表示された場合、下記の方法で非表示にすることができます。 

「ホーム」－「印刷」ボタンの▼部分をク

リックし、「印刷枠表示」のボタンを押して

チェックを外してください。 

※もう１度「印刷枠表示」をクリックする

と、印刷範囲（赤）が表示されるようにな

ります。 

印刷範囲（赤） 
レイヤ表示 

プロパティ表示 
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 【２．用紙と単位の設定】 

◆用紙と単位の設定 

ＣＡＤ図面のサイズを設定します。 

画面右「プロパティ」の「用紙サイズ」を「Ａ３ ２９７×４２０」

に変更してください。 

これから描画する図形の縮尺を設定します。 

画面右「プロパティ」の縮尺の数値に「２０」と入力します。そ

の後、左図のように「図形変更」のチェックを外して「縮尺変

更」をクリックしてください。 

プロパティの「単位情報」左のマイナス表示を押すと、単位の

設定をすることができます。 

今回は「表示単位」を「mm」、「座標種別」を「数学座標」に

切り替えてください（表示桁数は設定した単位に応じた値に

自動的に変更されます） 
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 【３．線（単線）の描画】 

◆線（単線）の描画 

①開始点で左クリック 

②マウスを右方向

に動かす 

基礎砕石部分（W=1200、t=150）の図形を描画します。 

画面上リボンバー「作図」の「線」－「単線」をクリックし、図

面上の任意の場所で線の開始位置を決定（左クリック）して

ください。その後マウスを右方向に少し動かすと、画面右「プ

ロパティ」の相対（Ｘ）（Ｙ）の数値が変化します。 

ここでキーボードから数値を入力すると、指定した長さ・方向

の線を描画することができます。 

ここでは相対（Ｘ）に「１４００」、相

対（Ｙ）に「０」と入力し、「入力終

了」または画面上で１回左クリッ

クしてください。 

画面左のような単線が描画され

ました。 



 

－6－ 

 【３．線（単線）の描画】 

◆線（単線）の描画 

端点 

続けて線を繋いでいきます。 

先ほど描画した線の左側にマウスのカー

ソルを持って行き、「端点」と表示された

箇所で左クリック（開始点）をしてくださ

い。その後、マウスのカーソルを少し上方

向に動かして、画面右プロパティに下記

の数値を入力します。 

・相対（Ｘ）：「０」、相対（Ｙ）：「１５０」 

同様にして、右側の端点から垂直方向

の線を描画します。 

・相対（Ｘ）：「０」、相対（Ｙ）：「１５０」 

端点 端点 
後に垂直に引いた２つの線の左右を、

端点から端点で結んでください。 

左のような、幅１４００、厚さ１５０の「基

礎砕石部分」の四角形が描画されまし

た。 
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 【４．箱（四角形）の描画】 

◆箱（四角形）の描画 

次に巻立コンクリート（W=1200、H=600）

部分の描画を行います。 

先ほどのように「単線」でも作成可能です

が、今回は「多角形」－「箱」のコマンド

で描画します。 

開始点をクリック後、マウスを右上に動か

し、画面右プロパティに以下の数値を入

力してください。 

・箱の幅：１２００、箱の高さ：６００ 

入力が完了したら、「入力終了」または

画面上で１回左クリックしてください。 

①開始点で左クリック 

②マウスを右上方

向に動かす 

左図のような巻立コンクリート（W=1200、

H=600）が描画されました。 
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 【５．図形の移動】 

◆図形の移動 

図形の移動を行います。 

動かしたい図形を選択するため、

画面上の矢印アイコンをクリック

し、描画コマンドから抜けます。 

※マウスを右クリックすることによっ

ても、描画コマンドから抜けて、選

択モードにすることができます。 

①箱をクリック 

②「移動」をクリック 

箱 を 選 択 し た 後、画 面 上「移

動」をクリックします。 

※箱の選択後、右クリック→指

定移動でも同じです。 

端点 

動かす箱の基点を指定します。 

今回は箱の左下の「端点」で左クリックし

てください。 

その後、マウスを動かすと図形を移動させ

ることができます。基礎砕石の左上まで、

移動させます。 



 

－9－ 

 【５．図形の移動】 

端点 

基礎砕石の左上の端点で左クリックし、図

形の移動を確定させます。 

次に、指定した方向に図形を移動さ

せます。 

箱（巻立コンクリート）を選択後、画

面上「複写」－「複写移動」コマンド

を実行します。 

「複写移動」ウィンドウが表示される

ので、移動させたい数値を下記のと

おり入力してください。 

・Ｘ座標：１００、Ｙ座標：０ 

入力後「ＯＫ」をクリックすると、選択

している図形が右方向に100mm分

移動しています。 

・右方向に移動：Ｘ座標にプラス入力 

・左方向に移動：Ｘ座標にマイナス入力 

・上方向に移動：Ｙ座標にプラス入力 

・下方向に移動：Ｙ座標にマイナス入力 
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 【６．円（単円）の描画】 

◆円（単円）の描画 

ヒューム管（φ８００）の描画を行います。 

画面上リボンバー「作図」－「円」－「単円」

コマンドを実行後、巻立コンクリート上部の

中心「中点」を中心にした円を描画します。 

「中点」で左クリック後、プロパティの「半径」に

「４００」と入力し、「入力終了」または画面

上で１回左クリックしてください。 

中点 

ヒューム管の内側の円が描画

されました。 

同 様 に し て、も う １ つ の 円

（ヒューム管の外側）を描画し

ます。 

・半径：４５０ 

【「端点」「中点」等の表示が出てこない場合】 
画面上リボンバー「スナップ・

設定」からスナップの設定をす

ることができます（チェックを入

れているスナップが反応） 
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 【７．線種・線色の変更】 

◆中心線の描画、線種の変更 

中点 

構造物の中心線を描画します。 

「作図」－「線」－「単線」コマンドを実行し、基

礎砕石下部の中心（中点）でクリックします。 

その後マウスを上方向に移動させ、キーボードの

「Ｓｈｉｆｔキー」を押しながらヒューム管の上で確定

してください。 

中心線の長さが長すぎたり、短すぎた場合は、

画面上矢印ボタンを押して「選択モード」にした

後、プロパティから線の長さを調整できます。 

同様にして、線の色や種類を調整することができ

ます。ここでは「線種」を実線から「一点長鎖線」

に変更してください。 
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 【８．図形の整形】 

◆図形の整形～連続線の線分化 

巻立コンクリート部分の箱を線分化

（バラバラの４つの線分）にします。 

画面上リボンバー「整形」－「線分

化」コマンドを実行後、箱の４辺どれ

かをクリックしてください。線分化を実

行してもいいですか？と聞かれるので

「はい」を押してください。 

「箱」が４辺の「単線」に分解されま

す。 

箱の線をクリック 

図形の確認を行います。 

線分化した図形を選択するた

め、画面上の矢印アイコンをクリッ

クし、整形コマンドから抜けます。 

※マウスを右クリックすることによっ

ても、描画コマンドから抜けて、選

択モードにすることができます。 

線分化された４辺を

クリックすると、画面

右プロパティより、「単

線」になっているのが

確認できます。 
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 【８．図形の整形】 

◆図形の整形～線分分断 

１本の線を複数の線分に分断しま

す。 

「整形」－「線分割」－「線分分断

（マウス）」のコマンドを実行し、巻立コ

ンクリートの上側の線を選択してくだ

さい。 

その後、ヒューム管外側との「交点」

にて分断します。同様にしてもう片側

も分断してください。 

①線分のこのあたりをクリック 

②ヒューム管との交点でクリック 

交点 交点 

③ヒューム管との交点でクリック 

図形の確認を行います。 

線分化した図形を選択するため、画面上の矢印アイコンをクリック

し、整形コマンドから抜けます。 

巻立コンクリート上側の

線分をクリックすると、指

定した位置で分割されて

いるのが確認できます。 
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 【９．寸法線の描画】 

◆寸法線（線寸法、点寸法）の描画 

プロパティより、ヒューム管内側の線を「実線」から「破線」に切り替えます。 

寸法線を描画します。 

画面上リボンバー「作図」－「寸法線」－「線

寸法」－「線寸法線」のコマンドを実行してく

ださい。 

基礎砕石下側の線をクリックすると寸法線が

出てきます（中心線近くをクリックすると、中心

線を選択してしまう場合があるので、多少ず

らすと良い） 

マウスを下方向に移動させ、適当な引出線

の長さで決定してください。 
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 【９．寸法線の描画】 

同様にして、同じ寸法線を描画します。

このとき左図のように「２段」になるようにし

てください。 

次に２つある寸法線の「上側」を「巻立コ

ンクリート」の位置で分断させます。 

 

「寸 法 線」－「寸 法 編 集」－「寸 法 分

配」コマンドを実行します。 

①寸法線をクリック 

②分断したい端点をクリック 

端点 

はじめに、編集したい寸法線（ここでは上

側の寸法線）をクリックします。 

次に、分断したい箇所（巻立コンクリート

の左下）でクリックすると、「１４００」の寸

法線を「１００」と「１３００」に分配すること

ができます。 

同様にして、「１３００」の寸法線を「１２０

０」と「１００」の寸法線に分配します（巻

立コンクリートの右下を利用） 

このような「全体寸法」と「詳細寸法」を

描画する必要がある場合、この「寸法分

配」が便利です。 
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 【９．寸法線の描画】 

次に縦方向の寸法線を描画しま

しょう。 

「寸法線」－「点寸法」－「点縦

寸法線」コマンドを実行します。 

①中心線とヒューム管上部の交点 

②基礎砕石右下の端点 

の順にマウスで選択し、③引出線の

長さを決定してください。 

「高さ方向」の寸法線（１２００）が描

画されます。 

交点 

端点 

①交点をクリック 

②端点をクリック 

③引出線の長さを決める 

同様にして、もう１つの「高さ方向」の

寸法線を設定します。 

左図にように、左右２段になるように

描画してください。 
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 【９．寸法線の描画】 

「寸 法 線」－「寸 法 編 集」－「寸 法 分

配」コマンドを実行します。 

①寸法線をクリック 

②分断したい端点をクリック 

端点 

はじめに、編集したい寸法線（ここで は左

側の寸法線）をクリックします。 

次に、分断したい箇所（基礎砕石の右

上）でクリックすると、「１２００」の寸法線

を「１５０」と「１０５０」に分配することがで

きます。 

同様にして「１０５０」の寸法線を「６００」

と「４５０」に分配します。 

左図の赤い丸の部分は、今までの「線寸

法線」と「寸法分配」機能を利用して描

画することができます。 
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 【１０．文字列の描画】 

◆寸法線（円寸法）の描画 

「寸法線」－「円寸法」－「直径寸法」コマンドより、円の

内径寸法を描画できます。 

ヒューム管内側の円をクリックすると、直径寸法が出てく

るので、方向を決定してください。 

①内側の円をクリック 

①寸法線の方向を決定 

◆文字列の描画 

通 常 の 文 字 は「作 図」－「文

字」－「文字」コマンドを実行後、

表現する文字列の左下をクリック

すると、入力することができます。 

入力した文字位置や、フォントの

大きさ等を調整したい場合は、

画面左上の「矢印」ボタンを押し

て「選択モード」にしてからプロパ

ティより行ってください。 

クリックした箇所が左下の文字列が描画できる 
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 【１０．文字列の描画】 

◆文字列（引出し文字）の描画 

次に「ヒューム管」「コンクリート」

「基礎砕石」等の部分の引出し

文字を描画してみましょう。 

「作 図」－「文 字」－「引 き 出 し

線」－「３点指定」コマンドを実行

します。 

 

①引出線の矢印（開始位置） 

②矢印を曲げる位置 ③水平線の長さを指定 

左図を参考にして、 

①引出線の矢印の先端 

②矢印を曲げる位置 

③水平線の長さの位置 

①～③の順番で３回クリックしま

す。ここで②～③の間は水平にし

たいので、キーボードの「Ｓｈｉｆｔ」

キーを押しながら操作します。 

その後、画面右プロパティの「文

字」に文字列を入力すると、引

出し文字が描画できます。 
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 【１０．文字列の描画】 

◆オブジェクト（線、文字等）の簡単な複写方法 

「引出し文字」を何度も描画する

よりも、一度作成したパーツを複

写して、「文字だけ修正する」と

効率よく作業できます。 

先ほど描画した「コンクリート②」

を複写して、「基礎砕石」にして

みましょう。 

画面上矢印のボタンを押して「選

択モード」にします。 

その後、左図を参考にして、「コン

クリート②」の引出し文字を、キー

ボードの「Ctrl」キーを押しながら

マウスで移動してください。 

マウスを離した箇所に、複写され

ているので、文字列を「基礎砕

石」に打ち直します。 

同様にして、「コンクリート②」の

引出し文字を「ヒューム管」に打

ち直します。 

この「Ctrlキー」を押しながらの複

写は、文字列だけではなく、線や

寸法線にも有効です。 

Ctrlキーを押しながらドラッグ 

Ctrlキーを押しながらドラッグ（文字を打ち換え） 
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 【１１．部品機能（表作成、輪郭作成、外部出力）】 

◆表の作成 

キーボードの矢印キーでセルを増やす

事ができます 

「部品」－「表の作成」コマンドを実

行します。 

「表形式」ウィンドウが出てくるので、１

×１のセルを選択後、キーボードの矢

印キーを使ってセルを増やす事ができ

ます。 

修正したいときは、「表」をダブルクリック 

文字・数値を入力して数

量表などを作成すること

が可能です。 

ま た「部 品」－「パ ラ メ ト

リ ッ ク」－「パ ラ メ ト リ ッ ク

（表）」から、左図のように

数量計算をした表を作

成 す る こ と が で き ま す

（ピースネットクラブ専用

機能になります） 

「決定」を押して、CAD図面上の任意の場

所に「表」を貼り付けることができます。 

「表」を修正したいときは、表自体をダブルク

リックしてください。 
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 【１１．部品機能（表作成、外部出力）】 

◆外部出力 

「部品」－「外部出力」コマンドから、描

画した図形をエクセル等に貼り付けること

ができます（BEST-CADのプロテクタ認証

が必要です） 

コマンドを実行後、外部出力したい範囲

をマウスで選択してください。 

クリップボードに出力した後、エクセル等に

貼り付けを行うことが可能です。 
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 【１２．レイヤ機能】 

◆レイヤの作成 

「電子納品」タブの「基準案選択」から「基準案保存」までを順番に行うことにより、CAD図面にレイヤを作成

し、コマンド別・線色・線種・線幅等の条件で振り分けを行うことができます。CAD製図基準案でのチェックを行

うことも可能です。 

「図面ファイル名の設定」ウィンドウが開くので、基準

案、ライフサイクル、図面種別を選択してください。 

※このマニュアルでは「LS 小構造物図」で説明しま

す。 

選択が完了したら、「決定」をクリックします。 

次に「レイヤ追加」ボタンが押すと、設定した

CAD製図基準案に準拠したレイヤを設定す

ることができます。 

今回はウィンドウ内でマウスを右クリックし、

「全選択」を行い（すべてチェックする）、「決

定」をクリックします。 
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 【１２．レイヤ機能】 

◆レイヤ振り分け 

「レイヤ振り分け」コマンドより、コマン

ド別・線色・線種・線幅などの条件を

絞り込んで、振り分けを行うことが可

能です。 

絞り込んだ条件の図形が表示されます 

振り分け条件を絞り込むことがで

きます 

振り分け先のレイヤを選択します 

「更新」：画面上に表示されている図形の振分けを行います 

「決定」：振り分けを完了し、CAD図面に戻ります 

「キャンセル」：振り分けをキャンセルし、CAD図面に戻ります 

「データのレイヤ振分け」ウィンドウの機能は、以下のようになります。 



 

－25－ 

 【１２．レイヤ機能】 

◆レイヤ振り分け 

②振り分け先の行を「左クリック」 

①振分けたい図形を選択 

手動でレイヤ振り分けを

行う場合は、選択モード

で「振り分けたい図形を

選択」している状態で、

画面左レイヤ一覧の振り

分け先の行（ここではC-

STR-HTXT）をクリックし

てください。 

（行番号の周りが太線で

囲われます） 

「非表示」の状態 

「レイヤ一覧」の行をマウスで「右クリック」することにより、「表示」→「選択不可」→「非表示」→「表示」・・・と切

り替えることができます。 

選択不可状態 

（黄色） 

非表示状態 

（灰色） 


